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安田小学校図書館

ロングセラー絵本

『ばばばあちゃんのおはなし
どろんこおそうじ』

さとうわきこ/さく・え 福音館書店

保護者の方も子どものころに読んだかもしれない懐かしの絵本です。

『ラチとらいおん』
マレーク・ベロニカ/ぶん・え とくながやすもと/訳
福音館書店

『100まんびきのねこ』
ワンダ・ガアグ/ぶん・え いしいももこ/訳
福音館書店

そうじをするはずだったのに、どろんこになっ
てけんかをはじめてしまったいぬとねこ。様子
を見に来たばばばあちゃんは、怒るのかと思
いきや「さあ あそぼう」といって大騒ぎを始
めます。さとうわきこさんの大人気シリーズ。

『どうぞのいす』
香山美子/作 柿本幸造/絵 ひさかたチャイルド

野原におかれたいすに、
どんぐりがいっぱいつ
まったカゴを置いたロバ
さん。少しだけおひるね
をして、起きてみるとなん
とどんぐりがかごいっぱ
いの栗に変わっていまし
た。いったいおひるねの
間に何があったのでしょ
うか。

世界中で一番弱虫のラチの夢は飛行士
になることです。そんなラチのところにある
ひ「ちいさな あかい らいおん」がやってき
て言いました。「きみも つよくなりたいなら、
ぼくが つよくしてやるよ」。

『びゅんびゅんごまがまわったら』
宮川ひろ/作 林明子/絵 童心社

１年生のみほちゃんの
となりにすわっているの
は、いじわるなかいじゅ
うの「ますだくん」。言わ
なくていいことばかり
言ってくる「ますだくん」
とある日けんかしてし
まったみほちゃんは、学
校をお休みしたくなって
しまいます。

猫を飼いたいおじいさん
とおばあさんがいました。
おじいさんが丘をこえ、谷
を通っていくと「どこも こ
こも、ねこで いっぱいに
なっている おか」にたどり
つきました。さっそく猫を選
ぼうとしましたが、どうして
も１ぴきだけを選ぶことが
できません。

５月号

図書館だより図書館だより

■１年生の図書館利用が始まりました
お話を楽しむ「図書館開き」を皮切りに、貸

出・返却の仕方を授業で学んだ１年生が、休み

時間に図書館にやってくるようになりました。

小さな一年生が大きな絵本や図鑑をかかえて

いる姿を見ると、うまく図書館を利用できるか

なと心配になりますが、どの児童も上手に本を

選び、借りていきます。もちろん、利用者カー

ドが探せないとか、借りたかった本が見当たら

ないといった小さな困りごとはありますが、図

書委員を中心に高学年のお兄さんお姉さんに優

しく助けてもらい、にこにこしながら帰ってい

きます。この小さな利用者が６年間でどんな本

を読むようになるのか、楽しみです。

保護者の皆様へ≪朝読書の本について≫

学校のとなりに、みんな
の大好きな遊び場があり
ました。ところが、男の子が
一本橋から落ちてしまった
ために、遊び場にはカギが
かけられてしまいました。
子どもたちはカギを開けて
もらえるよう校長先生にお
願いに行ったのですが、先
生はいじわるそうにある宿
題を出しました。

朝読書の本は、学校図書館で借りた本か学年文庫の本を読むことになっ
ています。家の本を持ってくることも可能ですが、基本的には学校の本を読
んでほしいものです。
小学校の本は、「安田小学校の子どもたちに６年の間に読んでほしい本」
という視点を持って選ばれています。ロングセラーが多いので、家にある本
や書店にずらりと並んでいる本のような華やかさはないかもしれません。で
すが、読んで深く考えることができたり、強く心が動かされたりする本を大切
にしています。だからこそ、図書の授業での様々な働きかけを受けて児童が
興味をもち、朝読書の時間に学校の本を読むという流れを作りたいと考え
ています。
子どもたちが読むすべての本が、読みごたえのある本である必要はありま
せん。映画のノベライズやお気に入りのシリーズを読みたい時もあるでしょう。
ですが、小学校の間に読む本の中で、大人になってもなお何度も読み返し
たくなる本に出合ってもらいたい、そのために毎日10分間の朝読書を有効
に使ってほしいと思っています。

『となりのせきのますだくん』
武田美穂/作・絵 ポプラ社
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